
 

 

 

 

創立 150周年記念式典・学校公開 
 ２８日は足場の悪い中、たくさんの皆さんに「創立１５０周年記念式典」「学校公開」にご参加いた

だき本当にありがとうございました。学校の中には何十年前に卒業したという方々や、お子さん、お

孫さんの様子を見に来たとおっしゃる方々にまざり、ほんの数年前に本校を巣立っていった中学生の

姿もありうれしかったです。また、校長室前の卒業写真でご自身やお知り合いの顔を探したり、広報

を手に取って懐かしい写真や原稿を見たり、廊下に流れる校歌を口ずさんだりされながらたくさんの

思い出話を聞かせていただきました。まさに１階は「思い出通り」となっていました。 

 ９時からは学校保健委員会でした。育友会教養委員会の皆さんや児童健康委員会による発表、「木

場っ子トレーニング」の実演がありました。校医の話にもありましたが、姿勢は自分の成長や学習に

影響があるだけでなく、姿勢をよくすることで意欲が高まったり、姿勢をよくすることで「見た目」

がよくなり得をしたりすることもあります。今年度はテーマを一新した１年目にあたりますので、こ

の後みんなで「姿勢をよくする」ことについて考えていきましょう。 

 小田直人実行委員会会長

の言葉に始まった式典で

は、これまでコロナのため

フルバージョンで歌えてい

なかった校歌を、皆さんで

歌うことができました。参

加された方のお話です。

「伴奏が流れたら自然に校

歌が口から出てきた。歌詞

を見なくても自然に歌えた」と。卒業年度や、担任や校長、学校での行事が異なるため、それぞれの

小学校での思い出は異なりますが、いつの卒業生であっても校歌は変わりません。６年間歌い続けた

校歌が自然に出てくるとは、本当に素敵なお話でした。式典で小学校の１５０周年に思いを馳せ、そ

れぞれの小学校生活を思い出しながら皆さんで歌った校歌もまた、忘れられないものになりました。 
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式典や地域学習会の様子はテレビ小松さんにも取材をされました。１１月２日～９日の「まるご

とこまつ」で放映されますのでご覧ください。悪天候のため学校に来ていただけなかったお知り合

いにもご紹介いただけると幸いです。 
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 地域学習発表会では、子ども達が４月から学んだことを紹介しました。クイズを入れた発表形式に

した学年、討論会風に仕上げた学年、参加型・体験型の発表にした学年・・・とそれぞれの工夫があ

る中、たくさんの皆さんに見てもらえたことは子ども達にとっても教員にとってもよい経験になりま

した。インタビューや探検をさせてくださった皆さん、ゲストティーチャーとして子どもたちの学び

を支えてくださった皆さん、一緒に体験してくださった皆さん、本当にありがとうございました。  

 

午後からは「カンジヤママイム」によるパントマイム

ショーを楽しみました。最後には子ども達だけでなく職

員もステージに上がってパントマイムの実演をし、会場

は大盛り上がりでした。はしごを上る動作や風船を膨ら

ませる動作などでは、見ているだけで本当にはしごや風

船を感じることができたし、オノマトペ（擬音語・擬態

語・擬声語など）と動作の演技では、全く会話をしてい

ないのに物語が浮かんできたりして、「想像することの楽

しさ」を感じることができました。 

カンジヤマさんはNHKの「おかあさんといっしょ」等の番組制作にも

かかわっている有名な団体ですが、今回実行委員会のみなさんのおかげで

木場小学校での公演が実現しました。夢中になり、１時間半があっという

間に過ぎてしまいました。  

春から子ども達と「学校が１５０周年という特別な年に、自分達が確か

にこの木場小学校にいた」という思いを持てるように自分達ができるこ

と、したいことを考えようと持ちかけたことが次々と実現する中、大人の

皆さんも様々な形で応援してくださっています。子ども達の思いはまだ続

きます。あと５ヶ月、子ども達と共に「１５０周年という特別な年」をも

っと楽しみたいと思います。 

 

持久走大会 
２７日、木場潟公園で持久走大会を行いました。ク

マの目撃情報があいつぐ中、実施には不安もありまし

たが、実施に向けて木場潟公園の皆さんが何度も見回

りをしてくださいました。また、応援の保護者の皆さ

んも大きな声を出してにぎやかにしてくだいました。そのお

かげもあり、子ども達は自分たちの出せる力を精一杯出して

走り切りました。走り終わった笑顔は最高に素敵でした。順

位を気にして涙を流していた子もいますが、ご家庭ではねぎ

らいの言葉と一緒に、力一杯頑張ることが素晴らしいという

ことを話してくださるとありがたいです。 


